
小牧市民病院を受診された患者さんへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない

場合は、下記の問い合わせ先にお問い合せ下さい。 

研究課題名 
男性乳がんの臨床病理学的特徴と予後因子についての多機関共同後ろ向き研

究(OASIS MALE BC) 

当院の研究責任者 

（所属） 
野田 純代（外科） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

下村 昭彦 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター がん総合内科・診療科長 

本研究の目的 

男性乳癌は希少がんである。日本乳癌学会乳癌登録によると、2015 年の男性

乳癌罹患数は 560 例である。これは、乳癌全体の 0.6%に過ぎない。希少がん

であるため、日本国内での男性乳癌の特徴に関する包括的な研究はこれまで行

われておらず、男性乳癌に対する治療開発も行われていない。そこで、本研究

では希少がんである男性乳癌の頻度、臨床病理学的特徴について国内共同多機

関研究として後ろ向き研究を行い、日本人男性乳癌患者の特徴を明らかにす

る。さらに、韓国、オーストラリアの研究グループと統合解析を行い、地域、

人種による差について検討する。 

調査データ該当期間 2000年 1月 1日 から 2024年 3月 31日まで 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者さん 

2000年 1月から 2024年 3月の間に乳癌と診断された 18歳以上の男性患患者

さん 

●利用する情報 

カルテより情報収集 

1. 研究対象者背景 

施設、年齢、診断日、身長、体重、家族歴、合併症、がんの既往歴、喫煙歴、

飲酒歴 

2. 手術情報 

両側/片側、TNM、手術日、術式、センチネルリンパ節生検/腋窩郭清 

3. 病理情報 

ホルモン受容体、HER2、Ki67、pTNM、組織型グレード、BRCAステータス、

Ly、V、多遺伝子検査 

4. 治療情報 

術前化学療法有無、術前化学療法レジメン、術前化学療法効果、術後化学療法

有無、術後化学療法レジメン、放射線治療、ホルモン療法、その他の分子標的

薬 

5. 初発 IV期情報 



転移臓器、転移乳癌に対する治療、増悪日 

6. 生存情報 

最終観察日、局所領域再発有無、局所領域再発日、局所領域再発部位、遠隔転

移有無、遠隔転移臓器、一次治療、増悪日、異時性対側乳癌有無、診断日、病

理、二次がん、二次がん診断日、二次がん部位、死亡有無、死亡日、死因 

試料／情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

本研究では試料を用いない。 

得られた情報は研究代表機関である国立国際医療センターに電子的配信にて

集約する。 

個人情報の取り扱い 

本研究で収集する研究対象者の個人情報を含むデータは、電子カルテから症例

報告書に転記する際に個人情報を削除して、研究用の研究対象者識別コードを

付与する。研究対象者識別コードはカルテ IDとの規則性を有さない XX(各研

究機関ごとに個別に付与)-01から始まる番号で、研究に登録された順に下２桁

を付番する。また、研究対象者個人を識別するための対応表を作成し、保管す

る。症例報告書は研究代表機関である国立国際医療センターに集約するが、対

応表は提供しない。そのため、本研究で収集した研究対象者の個人情報は、各

研究参加機関の研究者のみが閲覧できる。 

統合解析のために海外の研究グループに提供する情報は、研究代表機関に集約

された症例報告書を提出する。既に研究対象者を識別するための情報は削除さ

れているため、解析に関わる研究者は研究対象者の個人情報を閲覧することは

できない。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
なし 

お問い合わせ先 
愛知県小牧市常普請 1-20 小牧市民病院 

電話：（0568）76-4131 担当者：外科 野田 純代  

備考 

 

 

 

 


